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1. はじめに 
Weblog(blog)の利用者はこの半年で急増している．
また，社会での認知度もそれを上回るほど増えて

きている．一方，研究サイドではあまり興味をも

たれてこなかった．元々研究的な要素から始まっ

たものでのなく，ユーザの間で作られたものであ

るし，またあまりに急速な発展に研究サイドがつ

いていけなかったという点もある．しかし，この

1 年ぐらいで研究サイドにも多様なアプローチで
weblogに取り組むようになったに思える． 
本稿ではそのような研究を概観するとともに，特

にSemantic Webとの関連についても述べる． 
 
2. Weblogとはなにか 
漠然として共通理解はあるものの，確固たる定義

はない．詳しくは[1]を参照されたい． 
多くの人が共通に考える属性としては 
(1) 短い記事の集まっている 
(2) 時系列表示されている 
(3) 頻繁に更新されている 
(4) 同一(あるいは少数)の人物によって書かれて
いる 
(5) 他の記事やページへのリンクを多くもつ 
(6) Weblog ツールによって管理されている 
などがあげられる．(1)-(3)までだとニュースサイ
トも含まれることになるが，(4)によって分かれる．
この意味で(4)の性質は重要である．(1)-(5)までで
はいわゆる Web 日記も含まれることになる．も
っともWeblogとWeb日記は出自が違うものの本
質的な違いはない．(6)をいれると循環論法的定義
になってしまうが，実際にはこれが最もわかりや

すいかもしれない．なお，このようなツール利用

を前提とすることで，ツールが共通に提供する機

能(RSS 配信や trackback)などを使うことができ
る．このような機能を共通に持つことが Weblog
が発展した理由のひとつであろう． 
 

3. Weblog研究の会議 
Weblog 研究のみをターゲットにした研究会議は
少ない．WWW2004 に併設された WWW 2004 
Workshop on the Weblogging Ecosystem: 
Aggregation, Analysis and Dynamics1が私の知

る範囲での唯一の会議であった．国内では 2004
年7月2日に当研究会で行われた特集研究会が最
初ではないかと思われる． 
あとは様々な会議の中で関連研究が発表されてい

る． 
 
4. 研究対象としてのWeblogと研究のタイプ 
研究対象としてのWeblogはどのように位置づけ
られるのであろうか．一つはWeblogを新しいメ
ディアと考え，このメディアと人間あるいは社会

との関わりとしてWeblogを分析するものである．
これは主に心理学，社会学の範疇の研究である．

当然メディアの技術を研究するものもある．この

メディアにおける技術の評価や新規技術の提案な

どである．これは工学的研究といえよう．また，

これと関連しているが，Weblog がつくる情報空
間の分析もある．これは分析やモデル化という意

味では理学的研究に近いが，情報科学の分野では

上記2つはそれほど区別されて研究されているわ
けではない． 
 
４．１ 心理学，社会学的研究 
これはWeblogを新しいメディアと考え，このメ
ディアと人間あるいは社会との関わりとして

Weblogを分析するものである． 
Webにおいても同様の位置づけができ，実際にそ
のような研究も行われているが，WeblogとWeb
の差異は個人性（２章の(4)）と個人のつながりの

                                                        
1 
http://www.blogpulse.com/www2004-workshop.
html 
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強調であろう．Webにおいても個人のホームペー
ジという形で個人が前面にくる Web ページは多
数存在するが，そのほかのページと交じり合って

いて分離は容易ではない．そもそも著者のほうの

意識も明瞭に分かれているとはいいがたい．一方，

Weblog では当初より個人性が強調されており，
著者の意識も高い．さらにWeblogコミュニティ
と称されるように，Weblog ユーザ間での繋がり
に関する意識も強い．一方，Weblog ツールの利
用により，個人間のつながりも含めて，他のWeb
との分離も容易である．このような特徴がWeblog
を心理学，社会学研究の対象として独特なものし

ていると思われる． 
 
４．１．１ 個人とWeblogの関係 
これは個人がどのように Weblog に接している
（書くあるいは読む）かについての研究である．

これについては心理学見地から，川浦，山下，川

上が Web 日記においてアンケート分析などを行
った研究で調べている [2][3]．近年はそれを
Weblogへ拡張して行っている[4] [5] [6]．[7] [8]
らは同様の議論を事例の分析により行っている．

[9]はWeblogのより形式的なデータからジャンル
分析を行っている． 
 
４．１．２ 社会とWeblogの関係 
さらにアメリカでWeblogが興隆した大きなきっ
かけは 9.11 事件であったことに象徴されるよう
に，アメリカのWeblogは社会との関係が強い．
このためジャーナリズム論の立場から論ずるもの

もいる．[10]は事例分析を通じて Weblog のマス
コミへの影響の度合いや早さなどを議論している． 
 
４．２ 技術的研究 
 
４．２．１ Blog空間の分析と探索 
技術的な文脈でまず注目されたのは膨大な

Weblog情報の分析である．基本的にはWeb空間
で行った研究の技術が利用できるが，Weblog の
特徴的なのは時間情報がある点である． 
[11]は既存のWeb Communityの概念に時間をい
れることで community 進化の分析などをしてい
る（図１参照）．日本でも[12]が同様の分析を試み
ている． 
[13]はより詳細にblog空間を巨視的および微視的
に分析している．Weblogの突発性では，”スラッ

シュドット”効果を含む４つのタイプに分類でき
ることを示した．また，Weblog では本来参照さ
れるべきだが，リンクとしては張られていない関

係というのが多く見られるということを指摘して，

その関係を推定するということを行っている．図

２にその発見した関係を図示したものである．青

い線は Blog 同士でリンクがあるもの，緑は推定
した関係である． 

図１Community Evolution [11] 

図２ Epidemic Analyzerの出力例 
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集められたWeblog情報から何を知るかについて
はいろいろなことが行われている．BlogPulse[14]
は収集した blog からトレンド解析ができるよう
な仕組みを開発している．図３のその出力例を示

す．[15]でも収集した blogから突発性の度合いな
どを可視化している． 
さらに評判情報だけを取り出す[16]，Webページ
の評価に用いる[17]なども行われている． 
なお，公開フォーマットが一定しているために，

いわゆるWeblogの収集は技術的な困難点はあま
りないが，日本で多く見られる Web 日記系まで
含めるととたんに難しくなる．奥村ら[18]は多様
な日本のWeblog／Web日記を収集することに成
功している． 
 
４．２．２ 新しいツール，ソフトウエア 
Weblog が普及した要因の一つはツールの整備で
ある．それらのツールは基本的にエンドユーザ側

でのニーズにこたえる形で発展してきた．このた

めツールに関する研究は多くない． 
Semblog[19]では個人の情報流通の枠組みとして
Weblogに注目している．RSSとFOAFを統合し
てもちい，その上で多様な機能をもつアグリゲー

タやアプリケーションを提供している． 
Weblog を拡張あるいは別の情報と組み合わせる
という方法も試みられている．「場 log」ではGPS
つき携帯電話の写真を利用して，位置データを利

用したアグリゲーションを提案している[20]．
[21]では Weblog 情報から得られる関係を可視化
することで，コンテンツブラウジングの支援をす

ることを試みている． 
 
5. Semantic Webとの関連 
Weblog の技術的な側面として重要なのは，メタ
データの一つである RSS による情報流通の実現
である．多くのツールが RSS に対応することで
ユーザは意識することなくメタデータつきの情報

を公開している．RSSはメタデータとして議論の
余地があるものではあるが，まずは普及させたた

という点が重要である．これにより，単に各サイ

トの情報を必要時に見に行くのではなくて，適宜

巡回したり必要なものだけとりだすといったアグ

リゲーションという利用が実現されている． 
RSSそのものは含まれる情報が乏しく，セマンテ
ィック Web がめざすメタデータとはいえない．
しかし，メタデータ流通の基盤としては利用可能

である． 
また，セマンティック Web でも重要なテーマと
なっているWebの信頼性においても関係がある．
Weblog は出自からして個人性が強く，それゆえ
Weblog 間の関係を調べることで，個人関係のネ
ットワークを構築することができる．Webの信頼
性のひとつの方法はこのような個人関係のネット

ワークを利用することである．すなわち，Weblog
から得られる個人関係を利用することで，信頼性

の問題まで含めたセマンティック Web が実現で
きる可能性がある． 
現実的な面でもWeblogはセマンティックWebに
とってチャンスであるといえる．セマンティック

WebをいまあるWebに適用しようとするといろ
いろな困難な点が多い．しかし，現在Weblogに
よるSmall contentsの流通が普及しつつある．こ
れは新しいフォーマットの普及であり，過去のコ

ンテンツを気にする必要がない．このようなとき

にこの Small contents の流通にセマンティック
Webの技術を埋め込むことができれば，自然と普
及することが期待される． 
 
6. おわりに 
本稿ではWeblogをめぐる研究動向について概観
した．Weblog に関する研究は始まったばかりで
あり，Weblog 自身の発展とともにこれから様々
な発展することが期待される．そして，その発展

のなかにうまくセマンティック Web の技術や方
法論がいれることができれば，Weblog およびセ
マンティック Web 双方にとって利益になること
だと思われる． 
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